
























































































































［1938］, p.13; Jones ［1986］, p.135; Ozanam ［2018］, p.690），文字どおりに受け止めることには躊
躇する。彼の貴族的な身体と知性は疑いようがないので，本当のところは地元の上流の出であっ
たのかも知れない（Robert ［1980］, p.411; Jones ［1986］, p.134; Victor ［1997］, S.6）。
４．魔術師に弟子入り
　男娼に関連して，次の記述は見逃せない。「他の者たちに混じって，ある念者が彼を買ってい
たが，（その念者は）魔術師 γόης で，魔術 μαγείας や，不思議な呪文 ἐπῳδὰς や，好きな人に対
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は）遍歴しながら，魔術を見せたり γοητεύοντες，魔術を使ったり μαγγανεύοντες して『太った
奴ら』を，－そのように実際，彼らは魔術師たち μάγων の伝統的な符丁で一般人のことを呼ん
だのであるが－，欺いたのである」（Alex.6）。二人は，ルキアノスも，プロの専門用語を知って
































装を真似たものと考えられている（Victor ［1997］, S.15; 内田［2013］, 223頁，註６）。また鎌と
は，ペルセウスがゴルゴンの首を切り落とすのに用いたもので，この英雄はシノペ等，黒海沿岸
の諸都市で古くから崇拝されていた（Caster ［1938］, p.21; 内田［2013］, 223頁，註７）。ポント
スのアケメネス朝は，コインにペルセウスを刻印しているので，アレクサンドロスは，自分をポ












































































































ὑπηρέτας， ス パ イ た ち πευθῆνας， 神 託 作 成 係 り た ち χρησμοποιοὺς， 神 託 保 管 係 り た ち 


















た。このお告げは，疫病除けのおまじない τοῦ λοιμοῦ ἀλεξιφάρμακον として，門の上に書かれて
いるのが至る所で見られた」（Alex.36）。「あの疫病」とは，パルティア遠征軍が持ち帰ったペス
トのことで，165-168年にかけてローマ市を含む帝国一体で流行った（Harmon ［1925］, p.223，
















































ノスは P. Mummius Sisenna Rutilianus のことで，彼の故郷は南スペイン，ガルバ帝の母の父を
出したことが注目される。また同名の父はブリテン属州総督であった。彼が当時，何の官職に就
いていたかは不明であるが，146年に執政官代理 consul suffectus，上モエシア属州総督 Legatus 
pro praetore，170年頃にアシア属州知事 proconsul を勤め，（Caster ［1938］, p.52-54; Harmon 
（12）
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［1925］ p.214-215，n.2; 内田［2013］, 217頁，註６; Regius ［2017］, p.72; Ozanam ［2018］, p.692，

































n.1; Harmon ［1925］ p.250-251，n.1; 内田［2013］, 213頁，註２）。しかしルキアノスが描写した
ようなアレクサンドロス自身が刻印されたコインはまだ発見されていない（Robert ［1980］, 408-























































Lollianus Avitus のことで，144年に執政官 consul ordinarius，156年頃にアフリカ属州知事
Proconsul，165/6年にビテュニアおよびポントス属州総督 legatus pro praetore を歴任した人物










おける医療の中心地であったことを連想させる（Caster ［1938］, p.14; Jones ［1986］, p.147; Victor 
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スはギリシア風の名前である（Jones ［1986］, p.146）。現在の名前 Inebulo は Ionopolis の訛り
（Regius ［2017］, p.118）。なぜ Glycopolis としなかったのか。Iono はグノーシスの神 Iao とす
る説もある（Caster ［1938］, p.77）。あるいはイオニアの母都市の意味か ?
５）この神託所の存続は250年頃までとする説（RE, Bd.1/2, 70） Alexandros aus Abonuteichos, 
［1894］, K.1144-1145; DNP, Bd.1, Alexandros ［27, aus Abonuteichos］, ［1996］, K.482）。
６）以前の評価については，Jones ［1986］, p.133, n.1.
７）このケルソスが，２- ３世紀の神学者オリゲネスが『ケルソス論駁』で論駁したところの，
『真理の言葉』でキリスト教を批判中傷した２世紀の異教徒哲学者ケルソス（出村 ［1988］, 45
頁）と同一人物かは不明であるが（Victor ［1997］, S.132; 内田［2013］, 213頁，註１; Ozanam 
［2018］, p.691, n.1）， 否 定 的 な 見 方 が 主 流 で あ る（Harmon ［1925］, p.174-175, n.1; Caster 
［1938］, p.1; Jones ［1986］, p.133）。Talbot は同一人物と見なす（［1857］, p.453, n.2）。『真理の
言葉』の著者ケルソスはエピクロス派ではなくプラトン主義者であり，またオリゲネス自身，
ケルソスという著者を二人知っていたが，自分が攻撃したケルソスがどちらなのか知らなかっ
たという（Victor ［1997］, S.132; 内田［2013］, 213頁，註１）。
８）この本は失われたが，３世紀のヒッポリュトスの『全ての異端説への反駁』4.34に，魔術師の
封印破りの手口の解説があり，ケルソスの本を参考にしたものとも言われている（Harmon 




Bd.9, Paphlagonia, ［2000］, K.282）。古代の著作物におけるパフラゴニア人の評判は常に悪く，
例えば，戦争好きであるが結束できない，無骨者，愚か者，迷信深い，ニンニク臭いなどと
言われた（Caster ［1938］, p.17-18; DNP, Bd.9, Paphlagonia, ［2000］, K.282）。
10）『　』内の文章は，ホメロス『オデュッセウス』4.230からの引用である（Talbot ［1857］, p.455, 











13）「好都合な」εὔκαιρον には「繁栄した」ἐμπόρων という異読もある（Victor ［1997］, S.86）。
14）アシアは，小アジア西部にある属州アシアを指す（Harmon ［1925］, p.186, n.1; Ozanam ［2018］, 
p.695, n.5）。





S.137; 内田［2013］, 223頁，註４）。一方 Caster は17世紀の別バージョンを伝える（［1938］, 
p.19）。ザル占いは，ルキアノスの時代においても極めて馬鹿げた迷信と見なされていた
（Regius ［2017］, p.42）。
17）シビュラについては，Caster ［1938］, p.22-24; 高津［1960］, シビュレーまたはシビュラ，133









（Harmon ［1925］ p.211; 内田［2013］, 241頁，註２）。
21）この語は「書板」tablette（Talbot ［1857］, p.461），「巻物」scroll（Harmon ［1925］, p.201），
「書類」Schriftstück（Victor ［1997］, S.97），「書」（内田［2013］, 233頁，註５）と訳されてい
る。しかし一般に，βιβλίον は strip of papyrus，βίβλος は roll of papyrus である。ただし冒
頭の引用した βίβλιον は一片のパピルスではなく「小さな書物」という意味合いであろう。
「紙片」feuille の訳もある（Ozanam ［2018］, p.700）。
22）「紐で縛った」と訳した箇所の原文は καταρράψαι「縫う」であるが，Harmon は「縛る」tie it 
up，Victor は「縫い合わせる」vernähen，Ozanam は「封をする」fermer と訳している。
結び目がなければ，封印できないだろう。






田［2013］, 237頁，註１）。一方，ἀρκείου「熊の」は αἰγείου「山羊の」の異読もある（Harmon 
［1925］, p.204; Regius ［2017］, p.56）。パフラゴニア地方では熊がよく出るらしい（Robert 
［1980］, p.415; Jones ［1986］, p.139, n.34）。
26）この薬は ointment（Harmon ［1925］ p.205），「塗り薬」（内田［2013］, 236頁）と訳されてい
るが，原文からは塗り薬であるとははっきり分からない。強壮剤ならむしろ飲み薬ではない
だろうか。
27）「ペストを」λοιμοὺς という目的語を補う異読がある（Victor ［1997］, S.100）。
28）「容易に」ῥᾳδίως には，「容易には〜ない」οὐ ῥᾳδίως という異読がある。文意の通りを考えて，
Harmon や内田とは異なり，Victor や Ozanam と同様，異読の方を採用した。この文を含む
52節と先行する51節は，本来は順番が逆であるとの校訂もあり（Harmon［1925］, p.240, n.1; 
Victor ［1997］, S.166-167; 内田［2013］, 261頁，註２; Ozanam ［2018］, p.714, n.2），文章が乱れ
ている箇所である。
29）因みに，スキュティア人に与えられた託宣は Μορφὴν εὐβάργουλις εἰς σκιὰν χνεχικραγη λείψει 
φάος（Alex.51（52））という，まるで呪文のようなものであった。この中の εἰς σκιὰν は「影の
中へ」，λείψει φάος は「（汝は）光を残すだろう」というギリシア語であるが，残りは不明で
あり，このテキストの由来も不明である（Harmon ［1925］ p.240-241, n.2; 内田［2013］, 261頁，
註 ３ ; cf. Caster ［1938］, p.71-72）。 た だ し Victor の 読 み は 異 な り，μορφευβαργουλος 
ἰσχιαγχνεχεψιδάοσδα である（［1997］, S.122）。これを Ozanam は「エウバルグリスの美しさ
はクネキクラゲの影の中に光を残すだろう」と訳している（［2018］, p.714; cf. Talbot ［1857］, 
p.474）。もう一つの呪文のような託宣は Σαβαρδαλαχου μαλαχααττηαλος ἦν」（Alex.53）。最後
の ἦν はギリシア語の「〜であった」，他は不明（内田［2013］, 261頁，註４）。これを
Ozanam は「マラカアテロスはサバルダカロスの息子であった」と訳す（［2018］, p.714 cf. 
Talbot ［1857］, p.474; Caster ［1938］, p.72-73）。
30）この文章に続く，彼は神聖な石を見るとそれに跪き接吻したといった表現は，テオフラスト
ス『人さまざま』16.5; 16.13にも見られる表現で，文学的な決まり文句であり，おそらく事実





p.472, n.1; 内田［2013］, 257頁，註３; Ozanam ［2018］, p.712, n.2）。






（Victor ［1997］, S.164; 内田［2013］, 257頁，註２）。
35）「希望」と「恐怖」のペアは他の文献でも見られるものであり，現存するエピクーロス派の書
物には明確に見られないが，その反対概念はエピクーロス派の「不動心（アタラクシア）」で
ある（Victor ［1997］ S.137-138; cf. Caster ［1938］, p.16-17）。






The Success Story of a Sorcerer: 
Lucian’s Alexander, the False Prophet
Hiroshi MAENO
Key words: Ancient Mediterranean World, Religion, Sorcerer, Magic, Curse Tablet, Physician
　　Lucian’s Alexander, the False Prophet, written at the end of the 2nd century, illustrates the life of a sor-
cerer who lived during the same era as the author. According to this work, the protagonist, Alexander, was 
born in the city of Abonoteichus on the south coast of the Black Sea. As a child, he became an apprentice 
to a sorcerer who called himself a public physician and learned how to prepare medicine and poison, 
besides learning sorcery. When he grew into a young man, his master passed away. He then went on a jour-
ney to train himself to work independently, found a like-minded young man on his travels, and made plans 
to start an oracle. He established an oracle with Glycon−the God with a human head and a serpent’s body−
as its chief God. The oracle gained instant popularity, with its fame spreading as far as Rome, thereby en-
abling Alexander to become acquainted with senior officials and emperors of the time. 
　　The existence of this so-called newly revived religion has been archaeologically proven. Furthermore, 
Lucian, a satirist, has been reappraised as a historian in recent years. His work, Alexander, the False Proph-
et, is regarded as a primary historical record of the religious history of the eastern Roman empire at the 
time. It portrays how the revival of a traditional religion (worship of Glycon), Christianity (newly emerged 
then), and Epicureanism (the long-established principles of philosophers), had conflicted in a three-way 
competition for their survival. This work was mainly chosen for the type of sorcerer depicted in it. These 
type of sorcerers possibly manufactured and sold curse tablets, and presumably called themselves public 
physicians. Another reason is this work also presents the four steps required for a sorcerer to become suc-
cessful: He must become (1) an apprentice, (2) a traveling sorcerer, (3) an oracle manager, and (4) a retain-
er sorcerer to an influential person. These could also be the four types of sorcerers. Using this record, this 
short essay aims to create coordinates to classify sorcerers. Graphically, the vertical y-axis coordinate is 
labeled the distance to power and the horizontal x-axis coordinate is labeled the degree of mobility. These 
classifying coordinates will be effective for future categorization of various types of sorcerers who had ex-
isted in the ancient Mediterranean world. They will also be helpful in positioning the type of sorcerers who 
had manufactured and sold curse tablets, a matter that remains unclear. A clearer understanding of this sub-
ject will contribute to a comprehensive understanding of religion in the ancient Mediterranean region.
（27）
